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吹田市空家等の適切な管理に関する条例施行規則を次のとおり定めます。 

 

令和５年３月３１日 

 

 

吹田市長 後 藤 圭 二 

 

 

吹田市規則第２０号 

 

吹田市空家等の適切な管理に関する条例施行規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、吹田市空家等の適切な管理に関する条例（令和５年吹田市条例

第４号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

（立入調査の事前通知） 

第３条 条例第５条第２項の規定による立入調査を行うときは、その５日前までに、

法定外空家等の所有者又は管理者（以下「所有者等」という。）にその旨を書面に

より通知しなければならない。ただし、当該所有者等に対し通知することが困難で

あるときは、この限りでない。 

（立入調査員証） 

第４条 空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年法律第１２７号）第９条

第４項及び条例第５条第３項の身分を示す証明書は、立入調査員証（別記様式）と

する。 

（公開による意見の聴取の実施） 

第５条 条例第６条第５項の規定による請求は、同条第４項の通知書の交付を受けた

日から５日以内に、書面その他の方法により行わなければならない。 

２ 条例第６条第７項の通知は、公開による意見の聴取を行う日の３日前までに、同

条第３項の規定により命じようとする措置の内容並びに意見の聴取の期日及び場所

を記載した書面により行う。 

（命令の公表） 

第６条 条例第６条第９項の公表の方法は、公告、インターネットの利用その他の適

切な方法とする。 

２ 条例第６条第９項の規定による公表を行うときは、次に掲げる事項を明示しなけ

ればならない。 

⑴ 命令に係る特定法定外空家等の所在地 
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⑵ 命令の内容 

⑶ その他市長が必要と認める事項 

（命令違反の公表） 

第７条 市長は、条例第７条第１項の規定による公表は、インターネットの利用その

他の適切な方法により行うものとする。 

２ 前項の規定による公表を行うときは、次に掲げる事項を明示しなければならな

い。 

⑴ 命令に係る特定空家等又は特定法定外空家等の所有者等の氏名及び住所（法人

にあっては、名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名） 

⑵ 命令に係る特定空家等又は特定法定外空家等の所在地 

⑶ 命令の内容 

⑷ その他市長が必要と認める事項 

（委任） 

第８条 この規則の施行に関し必要な事項は、都市計画部長が定める。 

 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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別記様式 

（表） 

                             第     号 

立入調査員証 

所  属     

職   名  

氏    名  

生年月日        年  月  日 

 

 

上記の者は、空家等対策の推進に関する特別措置法第９条第２項

及び吹田市空家等の適切な管理に関する条例第５条第２項の規定

に基づく立入調査の権限を有する者であることを証明する。 

 

年  月  日 発行      年  月  日まで有効 

 

吹 田 市 長           印 

 

（  写  真  ） 

（裏） 

空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年法律第１２７号）

（抜粋） 

（立入調査等） 

第９条（略） 

２ 市町村長は、第１４条第１項から第３項までの規定の施行に必要

な限度において、当該職員又はその委任した者に、空家等と認めら

れる場所に立ち入って調査をさせることができる。 

吹田市空家等の適切な管理に関する条例（令和５年吹田市条例第４号） 

（抜粋） 

（立入調査等） 

第５条（略） 

２ 市長は、次条第１項から第３項までの規定の施行に必要な限度に

おいて、当該職員又はその委任した者に、法定外空家等と認められ

る場所に立ち入って調査をさせることができる。 

注意 

この証票は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 
 


